
 
 

【導入】 
「日本の科学は素晴らしい！」 
自然科学の分野において、ノーベル賞の受賞者数は世界2位。最先端の科学が日本から生ま

れているというニュースを皆さんも目にしていることでしょう。 
しかし、彼らのようなノーベル賞受賞者たちは、今の日本の大学の研究環境に警鐘を鳴らし

ています。 
「目先の利益ばかり追っていたのでは、日本の科学は衰退してしまう」と。 
 
本弁論では、日本の大学における科学研究の実情と、その解決を訴えます！ 
 
【現状】 
科学研究は、基礎研究と応用研究の2種類に分類されます。 
これらについてiPS細胞の例を用いて説明します。 
 
基礎研究は、新たな事実の発見や理論の形成を目的とした研究です。 
iPS細胞を発見した山中教授はES細胞から万能性のある細胞を作ろうと研究を行っていまし

た。これが基礎研究の段階です。 
基礎研究は実際に利益を生み出すまでに長い時間を要しますが、技術革新や市場の開拓と

いった無限の可能性を秘めているのです。 
 
これに対し、応用研究は、基礎研究による発見を活かし、実用化することを目的とした研究

です。 
発見したiPS細胞を心臓や肝臓に移植し、実用化しようとする現段階の研究がこれにあたり

ます。 
応用研究は実際に利益になるまで3～5年と、比較的短期間で成果が現れます。 
 
このように基礎研究と応用研究は、連鎖的に関係しています。 
どちらか片方でもかけてはならないのです。 
 
では、この性質の異なる2種類の研究は、どこで行われているのでしょうか。 
日本において研究を担っているのは、主に民間企業と大学です。 
そして、応用研究は主に民間企業で、基礎研究は主に大学で行われています。 
 
この理由は、民間企業と大学の性質の違いにあります。 
民間企業は、利益を生み出すことを目的としています。 
そのため、利益が出るまでに長い時間のかかる基礎研究は行いにくいのです。 
事実！基礎研究を行っている企業はわずか２%にとどまります！ 
 
一方で、大学は研究機関であり、学問的発展を一番の目的としています。 
そのため、目先の利益にとらわれることなく、長期的な視野で研究を行うことができます。 
実際に、基礎研究の8割は大学で行われています。 
 
つまり、民間企業は採算がとれる応用研究には積極的に取り組みますが、基礎研究には取り

組みづらいという性質があります。それに対して、基礎研究にも力を入れやすいのが大学な

のです。 
 



 
 

しかし今、大学において、基礎研究が減少しています。 
 
アンケートによると、大学の研究者の6割が「予算を確保するために基礎研究から応用研究

に移行した」と回答しているのです。 
 
それでは、「予算を確保するために」研究内容を変えたとはどういうことなのでしょうか？ 
これについて説明します。 
 
彼らが研究の対象を変えた背景には、予算の配分方法の変化があります。 
まず、国から大学への予算には、基盤的交付金と競争的資金が存在します。 
交付金は、大学の規模に応じて、使い道を指定せずに渡すお金です。 
一方、競争的資金はその名前が示す通り、研究者同士が「競い合って」予算を獲得するとい

うものです。 
 
競争的資金は、書類審査を通過して初めて拠出される資金です。書類審査では研究計画や目

的などの要素が考慮されます。そして、必要と認められれば3年、あるいは5年単位での研

究費用が支給されます。 
 
この競争的資金の目的は、研究にかかる予算を効率的に配分することです。 
 
そこで、国は大学ごとへの予算のうち10％、約1400億円を削減し、その代わりに競争的資

金を増額しました。 
予算の減少により、研究を行うためには競争的資金を獲得することが必要になったのです。 
実際に、研究者に行われたアンケートで、「自分の研究の財源は競争的資金に依存している

か」という問いに対し、9割が「依存している」と回答しています。 
 
しかし、新しく研究を始める際に、この競争的資金が受け取れるとは限りません。 
競争的資金に新しく採択されるプロジェクトは、全体の2割。 
新たな研究を始めたい研究者たちは、この2割の枠を巡って競うこととなります。 
 
そうなったとき、どのような成果が得られるのか見通しがつきにくい基礎研究は、評価の際

に、不利になってしまいます。 
実際、競争的予算を獲得できた基礎研究は、たったの1割しかないのです！ 
このような理由により、大学の研究者が基礎研究を諦め、応用研究へとシフトしていること

がうかがえます。 
 
以上のことをまとめると、競争的資金の導入により、大学に求められている「基礎研究を行

うという役割」が果たされなくなりつつあるのです。 
 
【問題点】 
これは大きな問題ではないでしょうか！ 
基礎研究と応用研究。科学の進歩というものはその両方があってこそです。 
どちらかが疎かにされては、科学の発展はありえません。 
もしこの現状を放置し続けたら… 
日本の科学は間違いなく衰退してしまいます！ 
 



 
 

「日本の科学は素晴らしい！」 
私はこの言葉をいつまでも胸を張って言える日本であってほしい。 
だからこそ、日本の科学が失われていく現状を見過ごすことはできません。 
 
 
【理念】 
私は基礎研究をすることが疎かにされた今の大学の状況を打開したい！！ 
そして、本来大学が担うべき、長い目で見た研究をするという役割を果たしてもらいたい！ 
そうすることで、基礎と応用の双方が作用し、日本の科学力が向上していくのです。 
 
【方向性】 
 
基礎研究を活発化させるには、何が必要でしょうか。 
そもそも、基礎研究で予算を受け取るのが難しくなった背景には、競争的資金への依存があ

りました。 
 
「効率的な予算配分を実現する」という競争的資金の理念は、確かに重要です。 
しかし、目先の成果にとらわれ、基礎研究で予算をとりづらくなるという課題もあります。 
 
予算の効率的な配分を実現しつつ、長期的な視点を阻害しないような予算配分を行うことが

必要なのです。 
 
【プラン】 
そこで私は、競争的資金の弊害を克服し、大学での基礎研究を推進するための2点のプラン

を提案します。 
 
1点目に、基礎研究に充てる競争的資金と、応用研究に充てる競争的資金を、それぞれ独立

のものとして位置づけます。これについて、説明いたします。 
　 
研究者は、自分の行う研究の内容に応じて、応用研究と基礎研究のどちらに予算申請するか

を選択することとします。 
そして、基礎研究の資金の審査では、研究の実用性や見込まれる利益の大きさに固執するこ

となく、研究の独自性・多様性なども考慮することとします。 
 
これにより、実益の見えづらい基礎研究が予算獲得の面で不利になることを防ぎます。 
 
2点目は、大学研究に投じる予算の増額です。具体的には、国債の発行により資金を確保

し、これを大学の交付金に利用します。金額にして1,400億円を集めることができれば、少

なくとも減額が始まる前の交付額までは戻すことができます。 
 
以上二点のプランにより、基礎資金に十分な資金を配分し、大学における基礎研究を促進し

ます。これにより、基礎研究・応用研究の双方をバランスよく行い、日本の未来を創る科学

技術を、発展させていくことができるのです。 
 
【締め】 
今こそ、一歩踏み出し未来への投資を！ 



 
 

ご清聴、ありがとうございました。 


